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地域G)一体感ごを
集団園収G)醍醐味 1

維がお宅忘れずに 1

取材協力 ：有限会社福田川商店
代表取締役福田川慎一氏

集団回収とIii=
”AG>場”をある 1



子ども1Cち（；）I IサイヴIL意識向上l歩江戸川区ぬ未来に~・等不可欠ーですI

今回i歩「上小岩第二小学校PTAJ（；）皆~kc;)活動奄紹介し歩tf!/

食いつ壌から集団窃摂を実臆していますか？
15年ほど前から実施しています。アルミ缶
をためておくアルミ缶小屋も現在では3代目で、 I';
皆さんの協力で作りました。回収量増加に応
じて小屋もだんだん大きくなり、現在では当初
の約2倍の大きさです。

＊活動を行う上で工夫されていること隠？

委員の負担が大きくなりすぎないように一般の保護者から
も協力者を募っていますD 参加してもらうことで保護者のリサ

イクルに対する意識が根付いてきていると強く感じています。
結果として、この協力者システムは回収量増加の要因といえ
ると思います。また、地域の防犯や子どもたちの成長の見守
りにも一役買ってくれています。

女子ども廷ちのリサイクル意識賠いかがですか？

環境委員会で古紙や缶などがリサイクルされる工程の展示

を行うなど、子どもたちのリサイクルに対する関心が高まって
います。
また、平成26年度には活動が評価されアルミ缶リサイクル協
会から『アルミ缶回収優秀校』として表彰されました。

安今後の更なる飛躍に臨けてひと雲お願いします！
最終的には、全世帯が毎週持ち寄ってくれるようにすることが
私たちの大きな目標です。皆さんのリサイクルに対する意識を変
えていければと思っていますo 卒業後もこの経験が生きるように、
子どもたちが再びOB·OGとしてまた集団回収に関わってくれるよ
うに根気よく！諦めず！集団回収に励んでゆきます！
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3 世帯数 m世帯 •'t·: 
回収品目新聞・雑誌類・段ボール・ ・ 1. 紙パック・アルミ缶・スチール缶 企 E

φ 回収場所小学校校門・各集積場所
回収頻度毎週火曜日

（毎月第三土曜日も実施〉
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「 大江戸川区からのおしらせ大
《回収補助用具を支給しています》
集団回収実施団体の皆様へ回収補助用具の支給をしています。 集団回収標示旗や持ち去り防止グッズなど集団回収を行う上で

役立つ様々な物品があります。 必要とされている方やどういったものか気になるという方はお気軽にごみ減量係までお問い合わ

せください。 ※消耗品（軍手・紙ひも・色上質紙・アルミ缶ネット）は支給対象外です。予めご了承ください。

＊ぜひ、会員ぬ皆様でご覧ください。枚数が不足G)場合i歩lb事敬
老抗措しし号Jit"~'Z:、ごお減量係彦でご遵絡〈厄~＇＼o

江戸川区環境郎清掃操ご'al·減量係
岱03-5662-1689


